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Ⅰ. 法人の概要 

1. 設立年月日 

平成 24 年 11 月 1 日 

 

2. 定款に定める目的 

当社団法人は、国の内外を問わず、悲しむ人たちを元気にし、不安な人に希望を、孤独な人に

愛を伝え、障害ある人の人生を応援するため、人権擁護の推進、人心の安定と社会秩序の健全化、

家族問題の調査啓発、災害復興支援等の活動を通じて、精神的な安寧によってより良い社会生活

を営めるような助言や支援を行うことを目的とする。 

 

3. 定款に定める事業内容 

（1）対面・電話・手紙・E メール等による相談 

（2）相談者の問題改善につながる提案・支援 

（3）講演会・研修会等の啓蒙活動 

（4）被災者・被害者及び加害者の支援プロジェクト 

（5）会員・ボランティアの募集 

（6）会報・機関誌の発行 

（7）地方支所の運営 

（8）前各号の事業に付帯する事業 

（9）その他当法人の目的を達成するために必要な事業 

 

4. 所管官庁に関する事項 

所管官庁は内閣府である。 

 

5. 会員の状況 

種 類 当 期 末 前期末比増減※ 

賛 助 会 員  109 名 +5 

法 人 会 員  2 社 +1 

正 会 員 6 名 +1 

※平成 24 年 10 月末との比較 

 

6. 主たる事務所・支部の状況 

主たる事務所：東京都新宿区歌舞伎町 2 丁目 42番 3号 林ビル 1 階 

仙 台 支 部：宮城県仙台市青葉区国分町 3丁目 6番 12 号 佐正第二ビル 3 階 
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7. 役員等に関する事項 

役 職 氏 名 
常勤・非常勤

の別 
担当職務・現職 

代表理事 玄 秀盛 常勤 公益社団法人日本駆け込み寺代表 

理 事 日下 公人 非常勤 評論家、日本財団特別顧問 

理 事 工藤 美代子 非常勤 ノンフィクション作家 

理 事 さかもと 未明 非常勤 アーティスト 

理 事 中村 克夫 非常勤 日本大学理事、陽光株式会社取締役社長 

理 事 新田 勇 非常勤 元大阪府警本部長、元在スリランカ特命全権大使 

理 事 宮崎 正 非常勤 日本財団アドバイザー、元共同通信社東京支社長 

理 事 矢田 次男 非常勤 弁護士、元東京地検特捜部検事 

監 事 大内 隆美 非常勤 構想日本政策スタッフ 

監 事 髙野 角司 非常勤 税理士法人髙野総合会計事務所総括代表 

 

8. 職員に関する事項 

職 員 数 前期末比増減※1
 平均勤続年数※2

 

男  性 5 名 +2 5.0ヶ月 

女  性 5 名 +2 5.0ヶ月 

合計または平均 10 名 +4 5.0ヶ月 

※1 平成 24 年 10 月末との比較  
※2 平成 25 年 11 月 1 日（公益社団法人登記時）より起算 

9. 許認可に関する事項 

該当する事項なし 

 

Ⅱ. 事業の状況 

1. 事業の実施状況 

（1） 対面・電話・手紙・E メール等による相談 

相談業務の概要は以下のとおり 

相談業務時間 日曜日～土曜日：午前 10時～午後 10時   

相 談 件 数  
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（2） 相談者の問題改善につながる提案・支援 

① スカイプ、メールによる相談業務 

電話や面談以外にスカイプやメールを活用した相談業務を行なっている。相談受付体

制の多様化を図ることにより、遠隔地のため駆け込み寺への来訪が困難な方や、耳の不

自由な方等のご相談にも対応が可能となった。 

② 相談員の育成 

平成 24 年 6月より「駆け込み寺相談員養成学校」を実施。受講生は 16 名。ボランテ

ィア電話相談員 8 名を養成した。平成 25年 3月からは「第三期駆け込み寺相談員養成学

校」を実施している。 

③ 無料法律相談 

毎月 1回、青葉総合法律事務所の山本雄一朗弁護士による法律無料相談を実施してい

る。 

④ ホームページや SNSを活用した情報提供活動 

媒 体 内 容 

ホームページ 

http://nippon-kakekomidera.jp/ 

・活動，相談，支援，ボランティア等の情報 

・寄付窓口，会員申込・会費支払窓口，無料法律相談案内の情報 

・事例・相談レポート 

・玄秀盛の言葉，動画，書籍，講演等の情報 

・仙台準備室の情報 

・CANPAN ブログ案内 

・Facebook の情報 等   

メールマガジン 会員向け：日本駆け込み寺通信 

ボランティア向け：駆け込み寺ボランティア通信 

ボランティア向け：日本駆け込み寺女性スタッフからのお知らせ 

Facebook 

日本駆け込み寺活動報告・相談案内 等 Twitter 

https://twitter.com/#!/shiganhei1968 

 

（3） 講演会・研修会等の啓発活動 

講演会、メディア出演等の啓発・広報活動は以下の通り。（平成 24 年 11 月 1 日～ 

平成 25 年 3 月 31 日） 

日付 媒体 媒体・主催 内容 

H24.11.01 月刊誌 月刊「MOKU」11 月号 世相を斬る「水を得て、魚」掲載 

H24.11.09 講話 仙台市青葉区役所 専門家助言会議「駆け込み寺から見た仙台の繁華街」 

H24.11.16 書籍 集英社（新書版） 「エリート×アウトロー世直し対談」発売 

H24.11.18 ラジオ FM みっきぃ（76.1MHZ） 
「とっても三木な人たち」 

（東播地区連絡所代表天満美穂 出演） 

H24.12.01 月刊誌 月刊「MOKU」12 月号 世相を斬る「そこに幸あり」掲載 

H24.12.11 新聞 朝日新聞 
あの人とこんな話 「毎日、潔く徹底的に、目の前のた

った一人を救う」掲載 

H24.12.12 新聞 プレス空知 「救いの手」アンテナづくりに奔走 掲載 

H24.12.25 講義 慶応大学 SFC 障害福祉研究会 玄秀盛講義 

H24.12.31 ﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏ BS 朝日（再放送） 「愛・命～新宿歌舞伎町駆け込み寺～」放映 

H25.01.01 月刊誌 月刊「MOKU」1 月号 世相を斬る「炉心ありて、ふいごあり。」掲載 

H25.01.06 テレビ レコードテレビ（ブラジル） 日本における自殺の現状 

H25.01.10 新聞 読売新聞 東北 悩みの電話絶えず 掲載 

H25.01.10 テレビ テレビ東京「特集 QUEST」 出所者の自立を支援“本当の更生”導く方法とは 放送 

H25.01.17 新聞 毎日新聞 「すぐに動く」悩み相談機関を 掲載 
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H25.01.17 講演 
全国ミツウロコ会 

関西支部会 

平成 25年新年賀詞交歓会記念講演 

「『生きる！』人は独りでは生きられないんや」 

H25.01.26 ﾄｰｸﾗｲﾌﾞ 公益社団法人日本駆け込み寺 
歌舞伎町駆け込み寺 LIVEvol.2 ～解決できへんもんは

ない！～  

H25.01.27 講演 
さわやかネット連絡会 

東松山市 
「人は独りでは生きられないんや」 

H25.01.29 新聞 神戸新聞（三木地域版） いじめや暴力…解決の一助に 掲載 

H25.02.01 月刊誌 月刊「MOKU」2 月号 
特集 いのちの美   

「日本文化としての『求道』」掲載 

H25.02.04 新聞 神戸新聞 新宿で 11年。よろず悩み相談を続ける理由は？掲載 

H25.02.23 
事例報告会 

講演 

公益社団法人日本駆け込み寺 

東播地区連絡所 

『たった一人のあなたを救う』 ～事例研修から気づく

こと～  

H25.02.24 新聞 神戸新聞（三木地域版） 絆大切に相談続ける 掲載 

H25.03.01 月刊誌 月刊「MOKU」3 月号 
世相を斬る 

「『遺憾であります』では、イカンであります！」掲載 

H25.03.14 講演 株式会社橘企画 たった一人のあなたを救う  

H25.03.15 ｾﾐﾅｰ 仙台宮城野倫理法人会 モーニングセミナー「たった一人のあなたを救う」 

H25.03.15 ﾄｰｸﾗｲﾌﾞ 
公益社団法人日本駆け込み寺 

仙台支部 

玄秀盛トークライブ「国分町駆け込み寺 LIVE～路地裏の

燻った正義～」 

H25.03.21 書籍 幻冬舎 「悩み方、違ってます！」発売 

H25.03.28 ラジオ 
インターネットラジオ

USTREAM 
梶原放送局 on USTREAM 

 

（4） 被災者・被害者及び加害者の支援プロジェクト 

① 駆け込み寺仙台支部運営 

� 相談業務 

仙台市青葉区国分町において、問題を抱えている方の相談業務を行なっている。 

� 講演会やトークライブの実施 

日本駆け込み寺の活動と仙台支部の認知度向上のため、講演会やトークライブを実

施している。 

� 募金箱設置場所の拡大 

国分町周辺の飲食店等に、日本駆け込み寺の募金箱とパンフレットの設置を依頼し

ている。平成 25 年 3 月末現在の設置箇所は 10箇所。 

② 出所者支援 

� 出所者の自立支援 

出所者の自立支援の一環として、平成 24 年 7 月から平成 25年 1月まで、出所者を

1 名雇用した。 

� 行政との連絡会議 

法務省や内閣府と日本駆け込み寺との連携事業について会議を行なった。今後も連

携事業の展開と情報収集のために継続して行なっていく予定。 

� 出所者居酒屋プロジェクトの企画 

「出所者居酒屋プロジェクト」を企画。駆け込み寺の活動を理解し、パートナーと

なってくれる企業を募集している。 
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（5） 会員、ボランティアの募集 

ホームページ・パンフレット等で、会員やボランティアの募集を行なっている。 

ボランティア数の推移は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

（6） 会報・機関誌の発行 

会員やボランティアに向けてメールマガジンを発行している。 

� 会 員 向 け：日本駆け込み寺通信 

� ボランティア向け：駆け込み寺ボランティア通信 

� ボランティア向け：日本駆け込み寺女性スタッフからのお知らせ 

（7） 支所の運営 

3ページ Ⅱ-1-(4)-①駆け込み寺仙台支部運営 参照 

（8） 前各号の事業に付帯する事業 

① 駆け込み寺連絡所の開設 

・兵庫県三木市に「日本駆け込み寺東播連絡所」第 1 号を開所。 

・平成 25年 3月末現在 連絡所 18箇所。連絡員 12 名。 

② ボランティアによる活動 

・夜回り隊、ボランティア集会、清掃活動、フリーマーケット 等 

 

（9） その他当法人の目的を達成するために必要な事業 

① 募金箱およびパンフレットの設置 

平成 25 年 3 月末現在 東京都内に 37箇所、宮城県仙台市内に 10箇所、高知県高

知市内に 1箇所、兵庫県三木市内に 1箇所 設置  

 

2. 重要な契約に関する事項 

（1） 平成 24 年度助成契約 

契約相手方：公益財団法人日本財団 

助 成 金 額：41,090,000円 

契 約 期 間：平成 24年 4月 1日～平成 25年 3月 31 日 

契約の概要：DVや家庭内暴力等に悩む社会的弱者に対する相談・支援活動 

  

ボランティア会員数の推移 (人)

平成24年11月 平成24年12月 平成25年1月 平成25年2月 平成25年3月

本部 116 126 127 132 136

仙台支部 50 51 52 52 52

計 166 177 179 184 188
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3. 役員会等に関する事項 

 

4. 収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状態 

単位：千円 

事業年度 平成 24年 3 月期 平成 24年 10月期 平成 25年 3 月期 平成 26年 3 月期 

前期繰越収支差額 － 4,088 28,282 － 

当 期 収入合計  22,363 48,667 5,825 － 

当 期 支出合計  18,275 24,473 21,818 － 

当 期 収 支差額  4,088 24,194 -15,993 － 

次期繰越収支差額 4,088 28,282 12,289 － 

資 産 合 計 6,114 30,197 15,095 － 

負 債 合 計 2,026 1,915 2,806 － 

正 味 財 産 4,088 28,282 12,289 － 

※ ～平成 24年 10 月期：一般社団法人日本駆け込み寺 

 

Ⅲ. 法人の課題 

自主財源による運営を目指しているが、現状は日本財団からの助成金が主な収入である。 

今後は以下の事業の拡大が課題である。 

� 収益事業 

� 会員募集活動 

� 寄付、募金活動  等 

 

Ⅳ. 決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実 

該当する事項なし 

          

以上 

 開催年月日 議事事項 

臨時理事会 平成 24年 12 月 5 日 
第 1 号議案：公益社団法人日本駆け込み寺 平成 24年度事業計画書承認の件 

第 2 号議案：公益社団法人日本駆け込み寺 平成 24年度収支予算書承認の件 

臨時理事会 平成 25年 1 月 10 日 

第 1 号議案:一般社団法人日本駆け込み寺 事業報告書承認の件 

第 2 号議案:一般社団法人日本駆け込み寺 決算報告書承認の件 

その他：新たな社員（正会員）の報告 

臨時社員総会 平成 25年 1 月 23 日 

第 1 号議案:一般社団法人日本駆け込み寺 事業報告書承認の件 

第 2 号議案:一般社団法人日本駆け込み寺 決算報告書承認の件 

その他：新たな社員（正会員）の報告 

第 1回理事会 平成 25年 3 月 19 日 

第 1 号議案:公益社団法人日本駆け込み寺 平成 25年度事業計画書承認の件 

第 2 号議案:公益社団法人日本駆け込み寺 平成 25年度収支予算書承認の件 

第 3 号議案:平成 25年度日本財団との助成締結承認の件 

その他：平成 24年度事業報告 


